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森
川
宏
映
天
台
座
主
猊
下
ご
遷
化

　

令
和
三
年
十
一
月
二
十
二
日
、
第
二
五
七
世
天

台
座
主
森
川
宏
映
猊
下
が
世
寿
九
十
七
歳
に
て
ご

遷
化
さ
れ
た
。
平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
四
日
よ

り
天
台
座
主
職
を
務
め
ら
れ
、「
一
隅
を
照
ら
す

運
動
」
総
裁
も
務
め
ら
れ
て
い
た
。

　

な
お
密
葬
は
令
和
三
年
十
一
月
二
十
六
日
、
水

尾
寂
芳
延
暦
寺
執
行
を
喪
主
に
滋
賀
院
門
跡
に
て
、

本
葬
は
令
和
四
年
一
月
十
八
日
、
阿
部
昌
宏
天
台

宗
宗
務
総
長
を
喪
主
に
天
台
宗
務
庁
に
お
い
て
天

台
宗
葬
と
し
て
執
り
行
わ
れ
た
。
謹
ん
で
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。

「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
会
長
に�

�

叡
南
覺
範
探
題
大
僧
正
が
就
任

　

昨
年
十
一
月
に
会
長
で
あ
ら
れ
た
大
樹
孝
啓
探

題
大
僧
正
が
天
台
座
主
に
ご
上
任
さ
れ
、「
一
隅

を
照
ら
す
運
動
」
総
裁
に
ご
就
任
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
令
和
四
年
二
月
二
日
に
開
催
さ
れ
た
「
一
隅

を
照
ら
す
運
動
」
理
事
会
に
お
い
て
、
叡
南
覺
範

師
が
全
会
一
致
の
推
薦
を
受
け
、
会
長
に
就
任
さ

れ
た
。

　

叡
南
新
会
長
は
、
一
九
二
六
年
生
ま
れ
の
九
十

五
歳
。
昭
和
二
十
五
年
に
延
暦
寺
一
山
玉
蓮
院
の

住
職
、
平
成
四
年
か
ら
は
延
暦
寺
一
山
建
立
院
住

職
、
平
成
十
八
年
か
ら
は
毘
沙
門
堂
門
跡
の
住
職

を
十
四
年
に
わ
た
っ
て
務
め
た
。
そ
の
間
、
宗
議

会
議
員
を
は
じ
め
、
様
々
な
役
職
に
就
か
れ
平
成

二
十
六
年
に
探
題
に
補
任
さ
れ
て
い
る
。

第
十
九
回　

�

心
の
つ
ど
い
in
比
叡
山

十
月
二
十
九
日　

比
叡
山
延
暦
寺
会
館

　

第
十
九
回
「
心
の
つ
ど
い
in
比
叡
山
」（
一
隅

を
照
ら
す
運
動
総
本
部
主
催
）
を
比
叡
山
延
暦
寺

で
開
催
。
一
般
公
募
で
集
ま
っ
た
男
女
二
十
名
が

参
加
し
た
。

　

本
年
も
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
考
慮

し
、
例
年
実

施
し
て
い
た

宿
泊
並
び
に

室
内
に
て
実

施
す
る
行
事

を
控
え
開
催

し
た
。

　

開
講
式
で

は
、
竹
内
純

照
一
隅
を
照

ら
す
運
動
総

本
部
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
日
程
説

明
や
注
意
事
項

等
の
説
明
の
後
、

研
修
会
が
は
じ

ま
っ
た
。

　

最
初
は
坂
本

ケ
ー
ブ
ル
で
比

叡
山
に
上
が
り
、

無
動
寺
明
王
堂

に
向
か
っ
た
。

本
堂
の
前
で
叡

南
浩
元
大
阿
闍

梨
と
一
緒
に
記

念
撮
影
を
行
な

い
、
そ
の
の
ち

護
摩
供
に
随
喜

し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
願
い
を
書

い
た
護
摩
木
が

炊
き
上
げ
ら
れ

る
中
、
参
加
者
た
ち
は
一
心
に
不
動
明
王
の
御
真

言
を
唱
え
て
い
た
。
最
後
に
阿
闍
梨
様
よ
り
御
加

持
を
受
け
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
延
暦
寺
副
執
行
小
鴨
覚
俊
師
よ

り
ご
講
話
を
頂
い
た
。
そ
の
の
ち
伝
教
大
師
一
千

二
百
年
大
遠
忌
記
念
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い

る「
戒
壇
院
と
法
華
総
持
院
東
塔
」特
別
拝
観（
現

小鴨副執行の講話

無動寺明王堂にて記念撮影

法華総持院東塔にて説明をうける
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在
は
終
了
し
て
お
り
ま
す
）
を
行
っ
た
。
特
に
戒

壇
院
は
天
台
宗
僧
侶
で
さ
え
、
生
涯
に
一
度
し
か

入
ら
な
い
場
所
だ
け
に
貴
重
な
参
拝
と
な
っ
た
。

　

研
修
を
終
え
た
参
加
者
た
ち
は
「
是
非
来
年
も

参
加
し
た
い
」、「
大
阿
闍
梨
様
の
御
加
持
を
受
け

ら
れ
て
よ
か
っ
た
」、「
戒
壇
院
と
法
華
総
持
院
東

塔
の
参
拝
は
長
い
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

■
■
一
隅
を
照
ら
す
運
動
推
進
大
会
■
■

○
東
海
大
会

　

東
海
教
区
本
部
（
山
田
亮
盛
教
区
本
部
長
）
で

は
、
令
和
三
年
十
月
二
十
四
日
に
静
岡
県
掛
川
市

の
普
門
寺
を

会
場
に
、
天

台
宗
東
海
教

区
第
八
部
第

六
十
回
「
一

隅
を
照
ら
す

運
動
」
檀
信

徒
会
を
開
催

し
、
五
十
名

の
参
加
者
が

集
ま
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
時
間

の
短
縮
や
参
加
人
数
を
減
ら
し
て
の
開
催
と
な
っ

た
た
め
、
講
演
の
み
の
開
催
と
な
っ
た
。
上
原
行

照
北
嶺
大
行
満
大
阿
闍
梨
を
講
師
に
「
山
川
草
木

悉
皆
成
仏
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者

た
ち
は
貴
重
な
話
し
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
上
原
大
阿
闍
梨
か
ら
参
加
者
へ
御
加
持

を
い
た
だ
き
、
大
会
は
終
了
し
た
。

第
三
十
六
回�

�

全
国
一
斉
托
鉢

　

令
和
三
年
十
二
月
一
日
、
第
三
十
六
回
全
国
一

斉
托
鉢
が
開
始
さ
れ
た
。
十
二
月
の
「
地
球
救
援

募
金
強
化
月
間
」
中
は
各
教
区
本
部
を
中
心
に
戸

別
托
鉢
や
街
頭
托
鉢
が
展
開
さ
れ
、
師
走
の
恒
例

行
事
と
な
っ
て
い
る
。
本
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

各
教
区
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
情
勢
に
合
わ
せ
て
の
実

施
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
多
く
の

方
の
協
力
を
い
た
だ
き
令
和
四
年
一
月
二
十
日
現

在
で
三
十
二
会
場
の
実
施
報
告
が
あ
っ
た
。

　

全
国
で
の
募
金
総
額
は
六
百
七
十
四
万
二
千
三

百
二
十
七
円
で
、
こ
れ
ら
の
浄
財
か
ら
地
域
社
会

福
祉
向
上
の
た
め
に
地
元
の
社
会
福
祉
協
議
会
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歳
末
た
す
け
あ
い
な
ど
に
届
け
ら
れ
た

ほ
か
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
「
地
球
救
援

事
務
局
」
に
三
百
五
十
万
二
千
九
百
二
十
八
円
が

寄
託
さ
れ
た
。

各
地
の
模
様

（
令
和
四
年
一
月
二
十
日
ま
で
に
各
教
区
よ
り
提

出
さ
れ
た
報
告
書
の
内
容
を
掲
載
）

延
暦
寺
一
山

　

令
和
三
年
十

二
月
一
日
、
比

叡
山
麓
の
大
津

市
坂
本
地
区
一

帯
で
行
わ
れ
、

今
回
で
三
十
六

回
目
を
迎
え
た

全
国
一
斉
托
鉢

に
は
、
延
暦
寺

一
山
住
職
や
職

員
、
天
台
宗
務

庁
の
役
職
員
、

総
勢
約
百
名
が

参
加
し
た
。

　

午
前
九
時
よ
り
、
法
螺
貝
の
音
を
合
図
に
生
源

寺
を
出
発
し
た
一
行
は
、
延
暦
寺
水
尾
寂
芳
執
行

を
先
頭
に
「
作
り
道
」
を
托
鉢
行
脚
。
そ
の
後
、

坂
本
界
隈
の
戸
別
托
鉢
を
行
い
、
多
く
の
浄
財
が

寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
天
台
宗
務
庁
の
役
職
員
と

延
暦
寺
一
山
寺
庭
婦
人
会
が
、
Ｊ
Ｒ
比
叡
山
坂
本

駅
と
京
阪
坂
本
比
叡
山
口
駅
に
て
街
頭
募
金
を
実

施
し
た
。
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な
お
、
当
日
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
歳
末
た
す
け

あ
い
義
援
金
と
海
外
た
す
け
あ
い
義
援
金
に
寄
託

さ
れ
た
。

滋
賀
教
区
本
部

　

十
二
月
一
日
、
坂
浅
部
玉
泉
寺
檀
信
徒
宅
に
て

総
勢
二
十
五
名
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
当
日
は
、

四
班
に
分
か
れ
て
約
百
二
十
戸
の
お
宅
を
回
っ
た
。

托
鉢
の
文
化
が
な
い
地
域
で
は
あ
っ
た
が
、
事
前

に
住
職
よ
り
連
絡
を
し
て
い
た
た
め
、
ス
ム
ー
ズ

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財

は
、
地
球
救
援
事
務
局
に
六
万
円
を
寄
託
。

兵
庫
教
区
本
部

・
第
二
部
で
は
十
二
月
四
日
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
戸
別
托
鉢
は
実
施
せ
ず
、

和
田
寺
に
て
部

内
寺
院
僧
侶
十

一
名
と
和
田
寺

総
代
で
法
要
を

執
り
行
っ
た
。

浄
財
に
つ
い
て

は
事
前
に
浄
財

袋
を
配
布
し
、

募
金
を
集
め
た
。

寄
せ
ら
れ
た
浄

財
は
、
丹
波
篠

山
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
十
五
万
円
、
加
東
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
三
万
円
、
三
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
三

万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
十
四
万
七
千
六
百

円
を
寄
託
。

・
第
三
部
で
は
十
二
月
一
日
、法
持
院
・
藥
王
院
・

鳳
凰
寺
檀
徒
各
地
域
の
三
ヶ
所
に
て
総
勢
五
十

九
名
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
三
ヶ
寺
の
地
域
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
堂
前
に
て
参
加
者
一

同
で
法
楽
を
行
っ
た
後
、
各
寺
の
案
内
者
先
導

の
元
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
托
鉢
を
実
施
し

た
。
終
了
後
、
各
寺
院
に
て
情
報
交
換
を
行
っ

た
。
各
家
で
は
来
訪
を
告
げ
る
と
玄
関
前
に
出

て
き
て
、
読
経
を
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ

た
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
多
可
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
十
五
万
四
千
五
百
円
、
地
球
救
援
事

務
局
に
十
五
万

四
千
五
百
円
を

寄
託
。

・
第
四
部
で
は
十

二
月
一
日
、
姫

路
駅
前
か
ら
姫

路
城
前
ま
で
の

間
に
て
総
勢
十

二
名
が
街
頭
募

金
を
実
施
。
姫

路
駅
前
・
山
陽

百
貨
店
前
・
姫

路
城
前
の
複
数

場
所
に
お
い
て
移
動
し
な
が
ら
街
頭
托
鉢
を
実

施
。
般
若
心
経
を
唱
え
な
が
ら
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
し
た
。
風
が
強
い
中
で

あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
何
人
も
の
方
が
足
を
止

め
て
お
布
施
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
天

台
宗
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
る
方
も
複
数
お
ら
れ

た
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
地
球
救
援
事
務
局

に
七
万
六
千
七
百
七
十
一
円
を
寄
託
。

・
第
五
部
で
は
十
一
月
二
十
一
日
、
美
方
郡
新
温

泉
町
桐
岡
地
区
に
て
総
勢
十
八
名
が
戸
別
托
鉢

を
実
施
。
住
職
や
総
代
に
よ
る
事
前
告
知
を
行

っ
て
い
た
た
め
、
戸
別
で
の
対
応
が
非
常
に
ス

ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
地

球
救
援
事
務
局
に
災
害
支
援
金
と
し
て
二
万
八

千
円
を
寄
託
。

　

ま
た
、
十
二
月
一
日
に
は
新
温
泉
町 

湯
・

細
田
・
歌
長
地
域
に
て
総
勢
十
名
が
戸
別
托
鉢

を
実
施
。
雨
風
が
強
く
冷
た
い
中
、
軒
先
で
お

待
ち
い
た
だ
く
檀
信
徒
や
、
後
か
ら
追
い
か
け

─�4�─
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徒
各
家
、
約
百

二
十
軒
に
配
布

し
た
。
当
日
は

強
風
の
中
、
僧

侶
一
名
、
檀
信

徒
二
名
程
度
の

グ
ル
ー
プ
で
各

家
を
ま
わ
っ
て

読
経
し
、
浄
財

を
お
預
か
り
し

て
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
と

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
お
渡
し
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た

浄
財
は
、
岩
美
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
五
万
円
、

地
球
救
援
事
務
局
に
八
万
三
千
四
百
八
十
四
円

を
寄
託
。

　

ま
た
、
十
二
月
六
日
に
は
三
朝
温
泉
街
に
て

総
勢
十
九
名
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
山
内
寺
院

と
寺
庭
婦
人
、
檀
信
徒
が
参
加
し
、
三
班
に
分

か
れ
て
行
っ
た
。
毎
年
恒
例
の
托
鉢
で
あ
り
、

皆
さ
ま
心
待
ち
に
し
て
い
た
だ
き
協
力
的
で
あ

っ
た
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
三
朝
町
共
同
募

金
会
に
六
万
六
千
六
百
九
十
四
円
、
地
球
救
援

事
務
局
に
六
万
六
千
円
を
寄
託
。

四
国
教
区
本
部

　

第
一
部
に
お
い
て
は
、
例
年
、
高
松
市
商
店
街

に
お
い
て
僧
侶
と
檀
信
徒
が
買
い
物
客
に
募
金
の

て
く
だ
さ
る
方
も
あ
り
、
例
年
通
り
の
托
鉢
と

な
っ
た
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
新
温
泉
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
十
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局

に
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
し
て
八
万
六
千
三

百
円
を
寄
託
。

・
第
六
部
で
は
十
二
月

四
日
、
蓮
華
寺
檀
中

に
て
総
勢
三
十
二
名

が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。

参
加
者
を
六
班
に
分

け
て
、
行
わ
れ
た
。

地
元
の
方
に
道
案
内

を
し
て
い
た
だ
き
、

ス
ム
ー
ズ
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

蓮
華
寺
檀
中
の
方
々

へ
は
事
前
に
案
内
を

し
て
い
た
の
で
、
快
く
ご
協
力
い
た
だ
け
た
。

寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
丹
波
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
八
万
六
千
六
百
五
十
円
、
地
球
救
援
事
務

局
に
八
万
三
千
六
百
五
十
円
を
寄
託
。

岡
山
教
区
本
部

・
第
一
部
よ
り
三
万
円
を
地
球
救
援
事
務
局
に
寄

託
。

・
第
二
部
で
は
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
、
十
二
万
円
を

第
二
部
災
害
基
金
へ
、
九
万
六
百
八
十
八
円
を

地
球
救
援
事
務
局
に
寄
託
。

・
第
四
部
で
は
部
内
各
寺
院
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
浄

財
、
五
万
円
を
玉
島
社
会
福
祉
協
議
会
、
二
十

二
万
五
千
円
を
地
球
救
援
事
務
局
に
寄
託
。

・
第
五
部
で
は
寄
せ

ら
れ
た
浄
財
、
三

万
円
を
山
陽
新
聞

社
社
会
事
業
団
に

寄
託
。

・
第
六
部
よ
り
五
万

円
を
地
球
救
援
事

務
局
に
寄
託
。

山
陰
教
区
本
部

・
十
二
月
一
日
、
第
一
部
觀
照
院
に
て
総
勢
二
十

七
名
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
お
よ
そ
一
ヶ
月
前

に
觀
照
院
檀
徒
総
代
に
托
鉢
実
施
に
つ
い
て
説

明
を
し
、
事
前
に
案
内
文
書
と
浄
財
袋
を
檀
信
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一
隅
を
照
ら
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動
総
本
部
だ
よ
り

呼
び
か
け
を
行

っ
て
い
た
が
、

本
年
は
コ
ロ
ナ

第
六
波
の
懸
念

が
あ
り
、僧
侶
・

檀
信
徒
が
集
ま

っ
て
の
活
動
は

取
り
や
め
と
な

っ
た
。
そ
の
た

め
、
部
内
各
寺

院
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
に
募
金

活
動
を
実
施
し

た
。
各
寺
院
の
状
況
に
よ
り
、
募
金
箱
の
設
置
や

檀
信
徒
へ
の
お
願
い
、
参
拝
者
に
呼
び
か
け
る
な

ど
様
々
な
方
法
で
行
わ
れ
た
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財

は
、
地
球
救
援
事
務
局
に
十
四
万
五
千
八
百
四
円

を
寄
託
。

九
州
西
教
区
本
部

　

九
州
西
教
区
で
は
本
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
た
め
、
各
部
内
に
お
け
る
托
鉢
は

中
止
と
な
っ
た
。
各
部
内
寺
院
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に

募
金
活
動
等
を
行
い
、
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
地
球

救
援
事
務
局
に
寄
託
し
た
。
筑
前
部
よ
り
一
万
三

千
円
、
柳
川
部
よ
り
一
万
千
三
百
三
十
円
、
肥
前

西
部
よ
り
二
万
六
千
五
百
円
、
久
留
米
部
よ
り
三

万
五
千
円
を
寄
託
。

東
海
教
区
本
部

・
十
二
月
二
十

一
日
、
覚
王

山
日
泰
寺
境

内
に
て
総
勢

十
一
名
が
托

鉢
を
実
施
。

托
鉢
実
施
日

は
、
毎
年
覚

王
山
日
泰
寺

の
御
縁
日
に

あ
た
り
多
く

の
参
拝
者
が

訪
れ
た
。
特
に
年
末
に
は
、
境
内
に
露
店
が
な

ら
び
正
月
用
品
な
ど
多
く
の
品
が
販
売
さ
れ
て

い
る
。
新
た
な
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
地
球
救
援

の
呼
び
か
け
に
多
く
の
方
か
ら
浄
財
を
寄
進
し

て
い
た
だ
い
た
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
中
日

新
聞
に
五
万
円
、
天
台
宗
仏
教
青
年
連
盟
に
十

万
二
千
六
百
九
十
七
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に

五
万
円
を
寄
託
。

信
越
教
区
本
部

　

十
二
月
四
日
、
善
光
寺
仁
王
門
周
辺
に
て
総
勢

七
名
が
街
頭
托
鉢
を
実
施
。
信
越
教
区
仏
教
青
年

会
・
長
野
部
を
中
心
と
し
た
開
催
と
な
っ
た
。
コ

ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
着
用
、
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
の
徹
底
・
設
置
に
て
実
施
を
し
た
。
協

力
者
へ
の
リ

ー
フ
レ
ッ

ト
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
配
布

も
設
置
し
て

お
取
り
い
た

だ
く
様
に
し

た
。
土
曜
日

と
い
う
点
や

長
野
県
で
は

コ
ロ
ナ
も
一

旦
の
落
ち
着

き
の
中
で
、

信
徒
も
多
く
、

お
声
か
け
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
声
か
け
を
す

る
中
で
、
励
ま
し
の
お
言
葉
を
多
数
頂
戴
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
地
球
救
援
事
務
局
に
四
万

四
千
円
を
寄
託
。

北
総
教
区
本
部

　

北
総
教
区
本
部
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
を
鑑
み
、
教
区
内
各
寺
院
そ
れ
ぞ

れ
が
募
金
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
寄
せ
ら
れ

た
浄
財
は
、
地
球
救
援
事
務
局
に
十
七
万
八
千
六

百
六
十
二
円
を
寄
託
。

南
総
教
区
本
部

　

十
二
月
一
日
、
第
三
部
で
は
新
型
感
染
症
予
防
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の
観
点
か
ら
、
街
頭
で
の
募
金
活
動
は
困
難
で
あ

る
と
し
て
、
第
三
部
の
各
寺
院
で
募
金
活
動
を
行

っ
た
。
法
事
や
お
墓
参
り
、
参
拝
等
で
の
協
力
の

た
め
、
檀
家
の
方
々
に
お
声
か
け
を
し
、
快
く
ご

協
力
い
た
だ
け
た
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、タ
イ
・

プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
に
五
万
円
、
地
球
救
援
事
務

局
に
四
万
二
千
円
を
寄
託
。

群
馬
教
区
本
部

・
南
前
橋
部
で

は
十
二
月
四

日
、西
光
寺
・

永
福
寺
に
て

総
勢
七
十
一

名
が
戸
別
托

鉢
を
実
施
。

昨
年
度
は
、

開
会
行
事
を

屋
外
で
行
っ

た
が
、
今
年

度
は
堂
内
で

実
施
し
た
。

マ
ス
ク
着
用
・
消
毒
・
換
気
等
の
対
策
を
講
じ

て
の
参
加
人
数
の
増
員
、
堂
内
で
の
開
会
行
事

は
共
に
問
題
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
訪

問
先
で
は
快
く
迎
え
て
い
た
だ
い
た
。
寄
せ
ら

れ
た
浄
財
は
、
群
馬
教
区
本
部
に
三
十
一
万
三

千
百
九
十
八
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
十
万
円

を
寄
託
。

・
北
前
橋
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺
院
に

て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
寄
せ
ら
れ

た
浄
財
は
、
群
馬
教
区
本
部
に
二
万
六
千
円
、

地
球
救
援
事
務
局
に
三
万
円
を
寄
託
。

・
西
前
橋
部
で
は
十
二
月
一
日
、
徳
藏
寺
・
元
総

社
町
地
区
に
て
総
勢
四
十
三
名
が
戸
別
托
鉢
を

実
施
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
上
毛
新
聞
社
に

五
万
五
千
円
、
仏
教
保
護
会
に
五
万
円
、
高
崎

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
五
万
円
、
群
馬
教
区
本

部
に
十
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
十
万
円
を

寄
託
。

・
高
崎
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺
院
に
て

部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
群
馬
教
区
本

部
に
三
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
三
万
円
を

寄
託
。

・
富
岡
部
で
は
例
年
実
施
の
托
鉢
は
中
止
と
な
っ

た
た
め
、
各
寺
院
よ
り
浄
財
を
集
め
る
事
と
な

っ
た
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
十
一
万
五
千
円
、
群
馬
教
区
本
部
に
一
万

円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
二
万
円
を
寄
託
。

・
多
野
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺
院
に
て

部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
群
馬
教
区
本

部
に
二
万
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
一
万
円
を

寄
託
。

・
北
群
馬
部
で
は
十
二
月
四
日
、
渋
川
市
市
内
・

眞
光
寺
に
て
総
勢
五
十
名
が
街
頭
募
金
を
実
施
。

全
国
一
斉
托
鉢
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

檀
信
徒
の
皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、
街
頭
の
皆
様
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
浄
財
を
お
預
か
り
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
か
街
頭
で
の
募
金
件
数
は
例
年

よ
り
少
な
か
っ
た
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
渋

川
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
十
万
円
、
上
毛
新
聞

社
に
十
万
円
、
群
馬
教
区
本
部
に
六
万
五
千
九

百
四
十
九
円
、
地
球
救
援
事
務
局
に
六
万
円
を

寄
託
。

・
沼
田
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺
院
に
て

部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
寄
せ
ら
れ
た

浄
財
は
、
群
馬
教
区
本
部
に
二
万
円
、
地
球
救

援
事
務
局
に
一
万
円
を
寄
託
。

・
桐
生
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺
院
に
て

部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
寄
せ
ら
れ
た

浄
財
は
、
群
馬
教
区
本
部
に
七
万
円
、
地
球
救

援
事
務
局
に
五
万
円
を
寄
託
。

・
東
前
橋
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺
院
に

て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
寄
せ
ら
れ

た
浄
財
は
、
群
馬
教
区
本
部
に
六
万
円
、
地
球

救
援
事
務
局
に
六
万
円
を
寄
託
。

・
伊
勢
崎
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺
院
に

て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
寄
せ
ら
れ

た
浄
財
は
、
群
馬
教
区
本
部
に
二
十
万
円
、
地

球
救
援
事
務
局
に
十
四
万
八
千
三
百
円
を
寄
託
。

・
世
良
田
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺
院
に

て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
寄
せ
ら
れ

た
浄
財
は
、
群
馬
教
区
本
部
に
一
万
円
、
地
球

救
援
事
務
局
に
一
万
円
を
寄
託
。
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動
総
本
部
だ
よ
り

・
下
仁
田
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺
院
に

て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
寄
せ
ら
れ

た
浄
財
は
、
群
馬
教
区
本
部
に
一
万
円
、
地
球

救
援
事
務
局
に
一
万
円
を
寄
託
。

・
西
群
馬
部
で
は
十
二
月
一
日
、
部
内
各
寺
院
に

て
部
内
住
職
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
寄
せ
ら
れ

た
浄
財
は
、
群
馬
教
区
本
部
に
一
万
円
、
地
球

救
援
事
務
局
に
一
万
円
を
寄
託
。

茨
城
教
区
本
部

　

十
二
月
四
日
、
第
二
部
千
光
寺
に
て
総
勢
十
七

名
が
戸
別
托
鉢
を
実
施
。
檀
信
徒
の
家
々
を
托
鉢

し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
地
球
救
援
事
務
局

に
二
十
万
五
千
六
百
十
八
円
を
寄
託
。

栃
木
教
区
本
部

　

十
二
月
一
日
、

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅

西
口
ロ
ー
タ
リ

ー
内
に
て
総
勢

三
十
二
名
が
街

頭
募
金
を
実
施
。

コ
ロ
ナ
の
た
め
、

大
声
で
の
呼
び

か
け
を
せ
ず
、

拡
声
器
等
で
呼

び
か
け
た
。
し

ょ
う
ぐ
う
さ
ん

の
着
ぐ
る
み
も
出
動
し
、
人
目
を
集
め
る
よ
う
に

し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
地
球
救
援
事
務
局

に
六
万
二
千
七
百
二
円
を
寄
託
。

山
形
教
区
本
部

　

十
一
月
二
十
一
日
か
ら
十
二
月
十
日
の
期
間
、

新
庄
部
松
巌
寺
及
び
市
内
に
て
総
勢
十
八
名
が
街

頭
募
金
を
実
施
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
た
め
、

実
施
地
区
で
あ
る
、
新
庄
部
寺
院
と
布
教
師
会
、

教
区
職
員
で
の
募
金
活
動
と
な
っ
た
。
寒
風
の
中

松
巌
寺
か
ら
山
新
支
社
ま
で
の
道
程
に
て
拡
声
器

を
用
い
て
托
鉢
の
意
義
を
説
き
な
が
ら
、
少
し
で

も
地
域
の
人
々
の
励
み
に
な
る
よ
う
に
と
願
い
な

が
ら
の
実
施
と
な
っ
た
。
ま
た
、
教
区
全
寺
院
に

お
い
て
は
、
募
金
の
協
力
を
個
別
に
募
り
、
多
く

の
浄
財
が
寄
せ

ら
れ
た
。
寄
せ

ら
れ
た
浄
財
は
、

山
新
愛
の
事
業

団
に
七
万
三
千

五
百
四
円
、
地

球
救
援
事
務
局

に
九
万
一
千
七

百
三
円
を
寄
託
。

一
隅
を
照
ら
す
運
動 

　
　
　

地
球
救
援
事
業

海
外
支
援
活
動
の
ご
報
告

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
で
は
海
外
で
の
地

球
救
援
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に

は
既
に
活
動
を
終
了
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
活
動
の
概
要
や
経
過
、

成
果
な
ど
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
隅
を
照
ら
す
運

動
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
地
球
救
援
」
の
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

内
モ
ン
ゴ
ル
植
林
活
動
の
報
告

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
は
、
中
国
・
内
モ

ン
ゴ
ル
自
治
区
で
の
植
林
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
長
野
県
飯
田
市
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
草
原
の

風
（
以
下
、
草
原
の
風
）
の
活
動
に
協
力
し
て
、

二
〇
〇
七
年
～
二
〇
一
四
年
の
間
、
植
林
ツ
ア
ー

へ
の
参
加
者
募
集
・
派
遣
、
植
林
費
用
や
病
院
建

設
の
資
金
援
助
、
現
地
住
民
と
の
交
流
な
ど
の
事

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
モ
ン
ゴ
ル
で
は
、
草
を
根
こ
そ
ぎ
食
べ
る
家

畜
の
カ
シ
ミ
ヤ
ヤ
ギ
の
増
加
や
温
暖
化
に
伴
っ
て
、

砂
漠
化
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。
草
原
の
風
は
同
地

出
身
で
、
結
婚
し
て
飯
田
市
に
居
住
し
て
い
た
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佐
々
木
ハ
ス
ゲ
レ
ル
さ
ん
と
の
出
会
い
を
契
機
に

支
援
活
動
を
始
め
、
植
林
や
医
療
機
器
の
寄
付
、

就
学
支
援
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
初
、
植
林
活
動
は
現
地
の
遊
牧
民
か
ら
理
解

が
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
草
原
の
風
の
地
道

な
活
動
や
現
地
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
た
積
極
的
な
周

知
に
よ
っ
て
遊
牧
民
た
ち
に
も
緑
化
意
識
が
芽
生

え
、
自
ら
本
格
的
な
植
林
に
乗
り
出
す
よ
う
に
な

っ
て
、
次
第
に
活
動
の
大
半
が
地
元
住
民
の
手
で

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

わ
ず
か
な
量
の
水
で
も
育
つ
ヤ
ナ
ギ
や
ポ
プ
ラ

な
ど
四
百
二
十
二
万
本
を
植
え
た
土
地
は
九
百
六

十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
び
、
住
民
た
ち
は
果
樹

産
地
を
作
る
べ
く
、
リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
な

ど
を
植
樹
し
た
り
、
井
戸
を
掘
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。

　

草
原
の
風
の
十
五
年
間
の
取
り
組
み
で
、
砂
漠

化
し
た
土
地
に
緑
が
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
植
林
活
動
は
二
〇
一
八
年
五
月
で
一
区
切
り

し
ま
し
た
。
二
〇
二
一
年
現
在
、
草
原
の
風
は
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
解
散
手
続
き
に
入
る
予
定
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
じ
て
現
地
視
察
や
植
林
活
動
に

参
加
し
た
人
は
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
の

関
係
で
は
述
べ
七
十
一
人
（
総
本
部
、
比
叡
山
高

校
生
、
駒
込
高
校
生
を
含
む
）
に
及
び
、
植
林
活

動
の
現
地
支
援
の
た
め
に
二
百
十
万
円
を
、
内
モ

ン
ゴ
ル
病
院
建
設
の
た
め
に
シ
ュ
リ
ゲ
廟
医
院
へ

二
百
七
十
万
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
植
林
ツ
ア
ー
に
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
、
比
叡
山
高
校
や
駒
込
高
校
の
生
徒
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
、
当
活
動
の
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

ラ
オ
ス
学
校
建
設
活
動
の
報
告

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
は
、「
国
の
繁
栄

の
基
礎
は
教
育
か
ら
」
と
い
う
ラ
オ
ス
政
府
の
考

え
に
呼
応
し
て
現
地
で
活
動
を
続
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
「
Ｂ
Ａ
Ｃ
仏
教
救
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

Ｂ
Ａ
Ｃ
）」
を
通
じ
て
、
一
九
九
二
年
よ
り
「
ラ

オ
ス
学
校
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
、「
タ

イ
・
ラ
オ
ス
交
流
親
善
視
察
団
」
を
派
遣
し
て
学

校
建
設
費
用
を
支
援
す
る
と
共
に
、「
ラ
オ
ス
学

校
建
設
団
」
を
派
遣
し
て
現
地
で
の
実
践
活
動
に

も
取
り
組
み
ま
し
た
。

地元住民による植林の様子

植林によって少しずつ緑が戻っている
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動
総
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よ
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こ
の
視
察
団
及
び
建
設
団
派
遣
の
活
動
は
一
九

九
二
年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
ま
で
行
わ
れ
、
中

学
校
、
小
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
合
計
二
十
七
校
の

建
設
に
寄
与
し
、
支
援
総
額
は
七
，
〇
六
二
万
円

（
そ
の
多
く
は
教
区
や
団
体
な
ど
か
ら
の
指
定
寄

付
に
よ
る
も
の
）
に
上
り
ま
し
た
。
ま
た
文
房
具

や
玩
具
等
を
寄
贈
す
る
な
ど
、
ラ
オ
ス
の
教
育
環

境
の
改
善
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
視
察
団
及
び
建
設
団
に
参
加
・
派
遣

し
た
人
は
、
延
べ
約
三
百
七
十
人
に
及
び
ま
す
。

特
に
建
設
団
に
参
加
い
た
だ
い
た
若
い
人
た
ち
に

は
、
学
校
建
設
の
体
験
を
通
じ
て
ラ
オ
ス
の
子
ど

も
た
ち
や
村
人
と
交
流
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、

教
育
の
大
切
さ
や
本
当
の
豊
か
さ
と
は
何
か
を
学

び
、
ま
た
道
中
で
立
ち
寄
る
タ
イ
の
ド
ゥ
ア
ン
・

プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
で
の
ス
ラ
ム
視
察
等
を
通
じ

て
、
繁
栄
が
も
た
ら
す
格
差
社
会
の
問
題
な
ど
国

際
的
な
広
い
視
野
を
養
う
と
共
に
、
一
隅
を
照
ら

す
運
動
の
精
神

を
学
ん
で
い
た

だ
く
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が

ら
、
時
代
の
流

れ
に
伴
い
、
ラ

オ
ス
国
内
情
勢

は
周
辺
国
の
経
済
支
援
や
大
企
業
に
よ
る
教
育
支

援
事
業
の
展
開
等
に
よ
り
、
近
年
大
き
く
様
変
わ

り
し
ま
し
た
（
都
市
部
は
発
展
著
し
い
も
の
の
、

僻
地
の
状
況
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
な
く
、
両
者
の

格
差
は
拡
大
し
、
教
育
事
情
も
解
決
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
一
隅
を
照
ら
す
運

動
は
発
足
五
十
周
年
を
迎
え
る
二
〇
一
九
年
度
を

前
に
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
ラ
オ
ス
学
校
建
設

支
援
活
動
を
終
了
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
が
、
ラ
オ
ス
学
校

支
援
を
始
め
て
か
ら
今
日
ま
で
三
十
年
近
く
が
過

ぎ
、
こ
の
支
援
活
動
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
学
校

な
ど
が
次
第
に
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
Ｂ
Ａ
Ｃ
は
、
ラ
オ
ス
で
不
足
し
て
い
る

学
校
数
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

建
物
の
完
成
と
現
地
へ
の
引
き
渡
し
を
も
っ
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
終
了
し
、
そ
の
後
の
校
舎
の
管
理

運
営
な
ど
に
は
関
与
し
な
い
と
い
う
立
場
を
取
っ

て
い
ま
す
（
自
主
的
な
管
理
運
営
が
可
能
で
、
調

度
品
な
ど
も
自
己
調
達
で
き
る
こ
と
が
学
校
建
設

の
要
件
）。
加
え
て
、
建
設
地
の
多
く
が
支
援
の

届
き
に
く
い
僻
地
で
あ
る
た
め
、
Ｂ
Ａ
Ｃ
は
一
部

を
除
き
、
こ
れ
ま
で
に
建
設
し
た
学
校
等
の
詳
し

い
追
跡
調
査
は
実
施
し
て
お
ら
ず
、
一
隅
総
本
部

と
し
て
も
詳
し
い
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

皆
さ
ま
の
善
意
や
ご
協
力
に
よ
っ
て
完
成
し
た

学
校
が
、
現
地
の
人
た
ち
に
よ
る
適
切
な
修
理
な

ど
が
重
ね
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
現
地
の
教
育
に
寄

与
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、
建
設

団
に
参
加
し
た
方
た
ち
が
そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、

今
後
も
社
会
に
貢
献
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
願
い
ま

す
。

学校建設団による作業の様子

一隅を照らす運動の支援によって建てられた学校
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一
隅
を
照
ら
す
運
動
ニ
ュ
ー
ス

◎
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
開
催

　

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部
で
は
、
平
成
二
十

八
年
度
よ
り
比
叡
山
高
等
学
校
と
駒
込
高
等
学
校

の
生
徒
を
伴
っ
て
、

ド
ゥ
ア
ン
・
プ
ラ

テ
ィ
ー
プ
財
団

（
タ
イ
王
国
）
を

訪
問
す
る
ス
タ
デ

ィ
ー
ツ
ア
ー
を
実

施
し
て
き
た
。
こ

の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ

ア
ー
は
過
去
四
回

実
施
さ
れ
て
お
り
、

「
一
隅
を
照
ら
す
」

人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
、

ア
ジ
ア
の
貧
困
地

域
の
現
状
に
触
れ
、

日
本
と
の
生
活
環

境
の
違
い
や
学
習

し
た
だ
け
で
は
得

る
こ
と
の
で
き
な

い
経
験
を
積
み
、

見
聞
を
広
め
て
も

ら
う
た
め
に
行
っ

て
き
た
事
業
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
一
昨
年
来
よ
り
、
世
界
的
な
拡
が
り

を
み
せ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

か
ら
、
現
地
研
修
が
実
施
出
来
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
た
。
本
年
も
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、

代
替
案
と
し
て
、

令
和
三
年
十
月
二

十
六
日
、
天
台
宗

務
庁
と
比
叡
山
高

等
学
校
、
駒
込
高

等
学
校
、
ド
ゥ
ア

ン
・
プ
ラ
テ
ィ
ー

プ
財
団
、「
生
き

直
し
の
学
校
」
チ

ュ
ン
ポ
ー
ン
校
の

五
ヵ
所
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
繋
ぎ
、

「
一
隅
を
照
ら
す

運
動
」
ス
タ
デ
ィ

ー
ツ
ア
ー
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
を
開
催

し
た
。

　

同
日
、
日
本
時

間
午
後
四
時
（
タ

イ
現
地
時
間
午
後

二
時
）
か
ら
約
一

時
間
、
現
地
ス
タ

ッ
フ
の
通
訳
を
通

し
て
プ
ラ
テ
ィ
ー
プ
財
団
創
設
者
で
あ
る
プ
ラ
テ

ィ
ー
プ
・
ウ
ン
ソ
ン
タ
ム
・
秦
氏
よ
り
、
プ
ラ
テ

ィ
ー
プ
財
団
の
現
在
の
活
動
状
況
や
「
生
き
直
し

の
学
校
」
チ
ュ
ン
ポ
ー
ン
校
に
集
う
子
ど
も
た
ち

と
比
叡
山
高
校
、
駒
込
高
校
の
生
徒
に
よ
る
質
疑

応
答
等
が
行
わ
れ
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
会
は
、
一
隅
を
照
ら
す

運
動
総
本
部
と
し
て
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、

限
ら
れ
た
時
間
で
の
交
流
で
あ
っ
た
が
、
双
方
活

発
に
発
言
が
な
さ
れ
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
た
。

◎
比
叡
山
高
校
宗
内
生
が
托
鉢
浄
財
を
寄
託

　

令
和
三
年
十
二

月
十
五
日
、
比
叡

山
高
校
の
宗
内
生

三
名
、
草
別
陽
善

さ
ん
（
二
年
）、

川
岸
洸
喜
さ
ん

（
二
年
）、
松
﨑
隆

田
さ
ん
（
一
年
）

と
長
山
弘
範
山
家

寮
寮
長
が
来
庁
し
、

令
和
三
年
十
二
月

四
日
に
行
わ
れ
た

「
寒
行
托
鉢
」
で
集
ま
っ
た
浄
財
五
万
六
千
四
百

二
十
円
を
地
球
救
援
募
金
と
し
て
、
一
隅
を
照
ら

す
運
動
総
本
部
に
寄
託
し
た
。
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こ
の
托
鉢
は
、
宗
内
生
が
実
践
仏
教
の
一
環
と

し
て
、
大
津
市
仰
木
地
区
に
お
い
て
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
黒
素
絹
に
手
甲
、
脚
絆
、
網
代
笠

姿
に
装
束
を
整
え
、
各
家
々
を
行
脚
し
た
。

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
浄
財
を
寄
託

　

令
和
三
年
十
二
月
二
十
日
、
総
本
部
は
「
歳
末

た
す
け
あ
い
」
と
「
海
外
た
す
け
あ
い
」
へ
義
援

金
を
寄
託
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
放
送
局
か
ら
手
島
一
宏
局
長
、
日

本
赤
十
字
社
滋
賀
県
支
部
か
ら
丸
尾
勉
事
務
局
長
、

社
会
福
祉
法
人
滋
賀
県
共
同
募
金
会
か
ら
森
尚
一

常
務
理
事
・
事
務
局
長
に
来
庁
い
た
だ
き
、
阿
部

昌
宏
一
隅
を
照
ら
す
運
動
理
事
長
、
水
尾
寂
芳
同

運
動
副
理
事
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
目
録
が
手
渡
さ
れ

た
。

　

歳
末
た
す
け

あ
い
に
は
、
十

二
月
一
日
に
比

叡
山
山
麓
坂
本

地
区
で
行
わ
れ

た
「
天
台
宗
全

国
一
斉
托
鉢
」

戸
別
托
鉢
に
て

寄
せ
ら
れ
た
浄

財
六
十
四
万
一

千
八
百
四
十
二

円
。

　

海
外
た
す
け
あ
い
に
は
、
地
球
救
援
事
務
局
か

ら
五
十
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
寄
託
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
寄
託
式
に
は
比
叡
山
幼
稚
園
か
ら
代
表

し
て
園
児
二
名
と
保
護
者
二
名
も
出
席
し
、
比
叡

山
幼
稚
園
の
有
志
に
よ
る
浄
財
が
園
児
た
ち
か
ら

手
島
局
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

　
「
歳
末
た
す
け
あ
い
」「
海
外
た
す
け
あ
い
」
は

国
内
外
の
支
援
の
必
要
な
方
々
の
た
め
に
役
立
て

ら
れ
る
。

◎
三
千
院
門
跡
が
浄
財
を
寄
託

　

令
和
四
年
一
月
六
日
、
三
千
院
門
跡
の
穴
穂
行

仁
執
事
長
が
天
台
宗
務
庁
に
来
庁
し
、
一
隅
を
照

ら
す
運
動
総
本
部
へ
六
十
六
万
六
千
十
一
円
の
浄

財
が
寄
託
さ
れ
た
。

　

こ
の
浄
財
は
、
京
都
市
左
京
区
大
原
の
三
千
院

一
帯
で
、
令
和

三
年
十
二
月
十

九
日
に
実
施
さ

れ
た
、
歳
末
の

恒
例
行
事
で
あ

る「
托
鉢
寒
行
」

で
集
ま
っ
た
も

の
で
、
地
球
救

援
事
務
局
の

様
々
な
救
援
活

動
に
役
立
て
ら

れ
る
。

◎
﹁
一
隅
を
照
ら
す
運
動
﹂
理
事
会
を
開
催

　

令
和
四
年
二
月
二
日
、
天
台
宗
務
庁
（
滋
賀
県

大
津
市
）
に
お
い
て
令
和
三
年
度
第
二
回
「
一
隅

を
照
ら
す
運
動
」
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
理

事
会
に
お
い
て
令
和
四
年
度
「
一
隅
を
照
ら
す
運

動
」
の
事
業
計
画
、
各
会
計
の
予
算
等
が
審
議
・

承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
理
事
会
で
会
長
、
顧
問
の
推
薦
、

監
事
就
任
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
承
認
・
報
告
さ
れ

た
。

︻
会
長
︼

叡
南　

覺
範
師　

�

延
暦
寺
一
山�

建
立
院
住
職
：
新
任

︻
顧
問
︼

西
郊　

良
光
師

�

神
奈
川
教
区�

圓
満
寺
住
職
：
再
任

阿　
　

純
孝
師

�

茨
城
教
区�

千
妙
寺
住
職
：
再
任

木
ノ
下
寂
俊
師

�

京
都
教
区�

方
廣
寺
前
住
職
：
再
任

小
堀　

光
實
師

�

京
都
教
区�

三
千
院
門
跡
門
主
：
新
任

︻
監
事
︼

山
岡　

智
恢
師

�

滋
賀
教
区�

石
垣
坊
住
職
：
再
任

─�12�─


